




































性・執拗生，（ 3）計画性の高さ，（ 4）動機の悪質さ，という 4つの量刑
事情が重視されている（城下裕二「裁判員裁判における死刑選択基準」『宮澤
節生先生古稀記念』（信山社・2017年）117頁以下参照）。
　台湾で今後，国民参与裁判制度を導入することとなれば，国民感情をど
のようにコントロールして死刑判決に臨むのか，注目したい。その意味で
も，今回の李茂生教授の報告は，それを占う先取りした実証的研究であ
り，今後の台湾における量刑研究および刑事司法実務への新たな布石とな
るのではないか，と思われる。
